
国土交通省大臣 赤羽―嘉様

リニア中央新絆線の工事残土処分について総点検を求める要望書

7月 3日、静目黒熱海市で集中豪籠が引書金になつて大規模な土石識が発生し、多くの住宅が寝れ流

失した輔果、多くの方が死傷するなど (亡くられた方 10人、行方不明の方 18人、家屋被書 100F
=7月 11日現在)薔大な機書が出ました。静田県の調べによりますと、土石流の起点には5万立方メ
ートルを超える盛り土があり、これが水で極み崩落したものとみられています。

被書を被つた市民の皆様に心からお悔やみとお見舞いを申し上げます。

赤羽大臣はすぐに全目6万 1千か所の盛り上について総点検を行うことを表明されました。総力を挙

げて点検をし、聞目を幕く見つけ対策を講じていただくようお■いします。

私たちは、JR東海が建設を進めようとしているリニア中央新絆線の沿線住民を中心に作られたネッ
トワータ組織です。2013年の僣威以降、沿線各地で地下水、1残土、生活犠書、南アルプスの自然環境

| .

保濃を中心に活動し、JR東海に対しリニアエ事の中止と事業の彙童しを求めてまいりました。
ご承知の通り,リニア計目は6兆 5千億円の目費を投じ、品J:1・ 名古農蘭286キロを2027年に
開集するために、慎重であるべ書環境影書欝領を3年間で済ませ、2016年に目変大臣から工事実施
計日 (その1)の菫可を受けました。
リニア新幹彗01期工事は全

=間
の36%が トンネルであるため、工事によつて6千万立方メートル

の建設発生上が排出されます。東京や神素川の残土については港湾の理め立てに利用することで関係市

と合意していますが、神奈川や山彙、静日、長野、岐阜などの山間部では平地が晨られているため、JR
東海は大量の土砂を谷間に埋め立てたり、河川歎に積み上げたりするなどの無理な計目を自治体や住民

に押し付けようとしています。

このリニアエ事残土計目に対し、私たちは土石識や麟壊によるこ次災書が起きることを理由に反対を

してきました。また、一部では億凛に有書な物費が残土に含まだていることがわかり、議出の際の健康

被書を心配する声も上がつています。また、彙しい自然環境の地域に残土がうず富く積まれ、観光資源

としての景観を損ねていることも事実です。

残土処分計画を鮮機に決めずに工事に実入したため、沿線各地ではリニア残土処分が自治体や住民の

反発を招いています。

リニア残土の処分は量が膨大であり、分散しても大規模な処分地が必要です。もし、熱海市をはじめ

各地で起こつているような土石魔や鵬壌がリニア残土処分地で発生すれば被書は轟大なものになります。

安全な対策を議瞬できずに残土を捨て量くことは最撃酔されません。

私たちは、今回の機海の事態を翼機に、日交省がリニア中央精神線の工事残土処分地や今後の処分計

目について総点検を奥施するよう強く要菫します。
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